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めざす�ども� 考 え る �  ・  思 い や る �  ・  た く ま し い �
⽬標とする
��・�⼒

①基�的・基�的な知識・技�
④�題を�決する思�⼒・�現⼒
⑦主体的に��に�り�む�度

②��的価�の理�
⑤��的な��⼒・�情
⑧��的な����と�度

③��・��の知識・技�
⑥��・��の�題�決の思�⼒・��⼒
⑨��の保持促�・��と体⼒向上への��・�度
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配慮事項
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��との��

○すすんで��を築く

○��して��⽣活を�る

○友�と協⼒し、 思いを�現する

○友�の�えを受け⽌めつつ
�え�う

・相⼿の�えを受け⽌めて�く
・��いで決める 

○友�と
�題�決に向けた
活動に�り�む

主
�
活
動
・
単
元
�
⾏
事

・サケ�⿂�流 
・消�街頭�発キャンペーン
・�保⼩�流�

・���の���流
・授業��
・⽇常的な情�発�

（グループウェア、お便り等）

・⽇常的な情�発�（お便り、個�ノート等）
・�どもとの情�共有（���、��⽇、個�ノート等）
・⾏事への��と��

・消���体� ・�保⼩�流�
・５歳児�流�
・保���・授業��

・１年⽣�び年�児の���流
・⽇常的な情�発�

（グループウェア、お便り等）

・⼀⽇��

・授業��
・１年⽣�び年�児の

���流
・⽇常的な情�発�

・��ぎシート

・年�児との�流�

・���の���流 
・授業��
・⽇常的な情�発�

（グループウェア、お便り等）

・⽇常的な��
（お便り、HP、電�、���問等）
・����⽇、個�⾯�、⾏事の協⼒

・�びを�く�り�れた�び、����・�開の 
 ⼯夫 
・�さ、⼤きさ、�さなどの�内・����の
 配慮
・クロムブックの利活⽤（４⽉〜）
・�物の�理の指�

・年�児との�流�

・保��� ・授業��
・１年⽣�び年�児の���流
・⽇常的な情�発�

（グループウェア、お便り等）

・⽇常的な��（お便り、HP、電�、���問等）
・����⽇、ＰＴＡ活動（��レク、���）、⾏事の協⼒

・児�の成�を価�づけるためのキャリアパスポート等の活⽤
・思いやりや、�れ、尊�の気持ちをもたせるような⾏事や
 �保との�流�
・みんなで決めたことを��する良さを��できる��活動の
 ��

・⼀⽇��

・授業�� 
・１年⽣�び年�児の���流
・⽇常的な情�発�

（グループウェア、お便り等）

・��ぎシート

・⽇常的な��
（お便り、HP、電�、���問等）

・なわとび��、����⽇、
⾏事の協⼒

・⼀⽇��など、成�を��させる
 活動の⼯夫
・��への期待や希�をもたせる
 ��活動、��

�ども

� 員

�保共� 保�� ���

（グループウェア、お便り等）

○友�の中で⾃�の�えを
  �えたり、相⼿の�を�  
  こうとする ○友だちとのやり�りを

  �して、相⼿の気持ち
  や思いに気づく

○�びや�団⽣活を�し   
  てルールをしる

○ルールの必�性がわか
  り、�びの�しさを共
  有する

・友�や先⽣との�わり
・⾃�の思いを�える

・��⽣活に�れる 
・�しく��う友�や先⽣に

�しみを�じる
・��のルールを知る

・⾃�の⼒を⽣かそうとする
・相⼿�識をもつ

・�⾏��を重ねる

・�々な�えに�れる
・�り�いをつけ、

協⼒して活動する

��・��式

畑づくり

�動� ⼣べの�い

お�しみ�

畑・��

�動�

発��

クリスマス�

�了・��式

お別れ� ＜みんなともだち＞
「がっこうにいるひととなかよくなろう」(⽣)

＜はじめまして しょうがっこう＞
「がっこうのことしりたいな」(⽣) 「おんがくにあわ
せてからだをうごかそう」（�） 「からだつくりうん
どう」「てつぼうあそび」（体）
「たのしいいちにち」（国）

＜ぎゅっと ともだち＞
「

＜しぜんとなかよし①＞
「こうていでくさばなやむしをさがそう」(⽣)
「あさがおをそだてよう」(⽣) 「みずであそぼ
う」(⽣) 

＜れっつ・ちゃれんじ＞
「いっしょにあそぼう」(⽣)
「じぶんのいちにちをみつめよう」 (⽣)
「じぶんでできることをしよう」 (⽣)
「これからもつづけよう」 (⽣) など

＜しぜんとなかよし②＞
「あきをさがそう」(⽣)
「あきのおもちゃをつくろう」(⽣) など

＜ぐんぐん・ちゃれんじ＞
「あたらしい１ねんせいをしょうたいしよう」 (⽣)
「しょうたいしたいことをはなしあおう」 (⽣)
「１ねんかんをふりかえろう」 (⽣)
「ありがとうわたしのきょうしつ」 (⽣) 

＜しぜんとなかよし③＞
「そとであそぼう」(⽣)
「ふゆのことをつたえよう」(⽣)

「しらせたいことを かこう」（国） など

など
など

など

など

たのしかったことをかこう」
（国）など

えりも町「架け橋期カリキュラム」

【重点】

10 
の
�

時 期
年  

11⽉

①
�
�
�
�
�
体

②
⾃
立
�

③
協
同
性

④
�
�
性
・
�
範
�
識
�
�
⽣
�

⑤
�
�
⽣
活
�
�
�
�
�
�

⑥
思
�
⼒
�
�
⽣
�

⑦
⾃
�
�
�
�
�
�
・
⽣
�
尊
重

⑧
�
量
�
�
形
︑
標
識
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・
�
覚

⑨
�
葉
�
�
�
�
�
�
�
 
 
 
⑩
�
�
�
�
性
�
�
現

○相⼿の�えを受け⽌
  め、⾃�の�えとの
  �り�いをつけられ
  るようになっていく

○ルールを�ること
  により、グループ
  での�びが�まる

○お�いに思いやりの
  ある発�や⾏動がで
  きるようになる

○友だちとの�わり
  が�くなる。

○友だちとの��いや活動
  の中で、⾃ら�んできま
  りを�れるようになる

絡み合って成長

・��のルールを�る

・�ども同⼠の⾃由なやり�りの⾒�り
・�どもが��に�し�い、�得し、⾏動するための時間と場の�保
・⼩��⽣活への期待が�まるような�わり


